
宮崎県臨床検査技師会 令和 7年度 施設責任者（技師長）会議 議事録 

日 時：令和 7年 7月 26日（土）15:30〜18:00 

会 場：アステム会議室 2F（宮崎市江平中町 5−1） 

出席者：30名：各施設責任者、会長・副会長・常務理事ほか（別紙出席者名簿） 
 

1. 開会 

2. オリエンテーション（寺原 副会長） 

寺原副会長より、本会議の趣旨と目的の説明があり、以下について案内があった。 

・会議の位置づけ（意見交換・方針共有の場として） 

・ 参加者へのお願い（活発な発言、名刺交換など） 

・続いての講演者・横地会長の紹介 

3. ご講演 

「日臨技の方針と、会員の皆様への期待」 

 講師：日本臨床衛生検査技師会 会長 横地 常広 様（Zoom登壇） 

講演概要： 

横地会長より、以下の内容についてご講演をいただいた。 

・医療 DXの進展と技師の関わり 

・タスク・シフト／シェアの動きと法制度 

・臨床検査技師の役割強化に向けた日臨技の取り組み 

・各地域技師会への期待と連携の重要性 

会員に対しては、変化する医療現場に対応するための積極的な学びと実践を促すメッセー

ジが送られた。 

※講演後、質疑応答にて現場での課題や展望について意見交換が行われた。 

4. 説明・協議事項（花牟禮 会長） 

(1) 令和 8年度役員改選について 

・現役員構成の確認と今後の推薦依頼 

・組織活性化に向けた若手の登用と後継者育成の重要性 

・地域ニューリーダー育成講習会などの実績共有 

(2) 九州支部医学検査学会 実行委員の協力依頼 

・過去中止となった学会の再挑戦に向けた準備 

・実行委員体制や役割分担、必要人員の見通しの提示 

(3) タスク・シフト／シェアに関する対応 

・厚労省の講習制度改定内容の説明（最少催行人数・地域開催要件） 

・講習会受講状況のアンケート結果報告 

・今後の開催計画（2026年 1～2月想定）と協力依頼 

(4) 技師会活動への参画と施設間連携 

・地区活動を通じた若手育成とつながり強化に向けた協力要請 

・技師会総会への議決権行使率の向上への呼びかけ 

・日臨技による「施設実態調査」「会員意識調査」への回答依頼 

・災害対策、政策提言のための調査協力施設の再選定依頼 

5. 意見交換・その他 

災害対策・連盟活動について（寺原 副会長） 

・災害時検査支援体制への協力依頼 

・技師連盟活動への理解と支援のお願い 

・質疑応答を通じて現場の要望・提案が交わされた 

6. 閉会（花牟禮 会長） 



各参加者の協力に対する感謝の言葉が述べられ、今後の活動に向けて連携と協力を呼びか

けて閉会となった。 

 

会議終了後、18:30より懇親会を開催（宮崎駅内 嵐坊） 


